
昭和47年7月12日～13日の西三河集中豪雨の降水解析

の対流雲が成熟段階に達すると降水を伴った下降気流が

発生し，雲低下では発散する寒気で占められるようにな

る．このことは地上の発散域が周辺より低温なことから

支持される（第17図上段参照）．

　また，この低温な発散風とその周辺の強風先端の暖温

湿気流とが収束を起して，新しい対流雲を発生させるこ

とが考えられる．このような対流性じょう乱域では，対

流雲を発生させると同時に上層風に流される対流雲を増

幅強化させて，バンド構造の降雨システムが維持される

ものと理解できる．

　ここで，対流性じょう乱を形成し維持させるものとし

ては，下層の水蒸気フラックス収束と中間規模の中層ジ

エットコアー近傍の運動場と気圧場との不つり合による

鉛直循環との相互作用による．

　6．あとがき

　本調査は気象研究所との地方共同研究の一環によるも

ので，相原正彦気象大学校教授のご助力と二宮洗三博士
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ならびに和田英夫博士のご指導に感謝します．なを，解

析資科の提供に協力いただいた岐阜地方気象台，中部地

方建設局管理河川課，愛知県土木部河川課ならびに県内

各消防署に謝意を表します．
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　本最は昭和46年，東京新聞，中日新聞の文化欄に連載

されたr科学歳事記」を主体に，昭和47年月刊r人物評

論」昭和48年月刊「日本と世界の旅」連載の「気象歳事

記」を併せてとりまとめたものである．一項目がB6判

1頁に収まるよう500～600字にまとめられた約270項目

の短いエッセーが収録されている．

　内容は四季の科学と自然・科学・人間の二つに大別さ

れている．前者は春夏秋冬に分けられて，啓蟄，水ぬる

むなどの季語のほか，長崎の凧上げ，振袖火事など日本

の気象風土記やウドの地下産地やココヤシなど産業気

象，春の雪や海陸風など気候や気象現象など多彩な話題

が盛り込まれている．後半は暮らしの中の科学，自然と

科学者の眼，現代社会点描，学者の周辺の四つに分けら

れ，著者の眼を通して見た様々の話題が書かれていて楽

しい．外国旅行の印象もあり，著者が大学で日頃感じて

いることもある．

　全体を通して，著者の旺盛な知識欲と長年の多地域に

わたる外国生活や旅行の体験がよくこなされて幅広い分

野にわたる，あか抜けのした随想集となっていて気軽に

読めるのがよい．仕事に疲れたときなどに開いた頁を読

むと気分転換になり，またちょっとした知識が得られ一

挙両得だろう．　　　　　　　　　　　　　（河村　武）
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